
2014 年度研究大会のご案内
2014年

7月 5・6日
（土・日）

大会テーマは「文化創造とコミュニティ再生
　　　　　　 ―文学を生かしたまちづくりを中心に―」

　2014 年度研究大会の概要が決まりましたのでご案内いたします。2014 年 7 月 5 日（土）、6日（日）の 2日間にわた

り、愛媛県松山市にある松山大学にて開催いたします。

■日程：2014 年 7 月 4 日 ( 金 )・5 日 ( 土 )・6日 ( 日 )  ※ 4 日は、エクスカーション

 

2014年度研究大会は、愛媛県松山市で開催 

大会テーマは「文化創造とコミュニティ再生―文学を生かしたまちづくりを中心に―」 

 2014 年度研究大会の概要が決まりましたのでご案内いたします。2014 年 7 月 5 日（土）、6 日

（日）の 2 日間にわたり、愛媛県松山市にある松山大学にて開催いたします。 

■日程：2014年 7月 4日(金)・5日(土)・6日(日) ※4日はエクスカーション 

◎７月４日（金）（松山市、東温市、内子町） 

14:00～17:00 
エクスカーションＡコース 

◆三庵めぐり 

10:00～14:30 
エクスカーションＢコース 

◆坊っちゃん劇場観劇と劇場視察 

11:40～16:30 
エクスカーションＣコース 

◆内子町の町並保存地区視察 

◎７月５日（土）会場：松山大学 8号館 

9:00～ 受付開始（8号館 4階フロア） 

10:00～11:45 

分科会① 

①-Ａ 文化価値と文化財（841教室） 

①-Ｂ 文化財保護（842教室） 

①-Ｃ 東アジアの文化産業（843教室） 

①-Ｄ アートプロジェクト（844教室） 
11:45～13:10 昼食、理事会（11:50-12:50） 

13:10〜13:50 会長講演 河島伸子文化経済学会<日本>会長（844教室） 

14:00〜17:00 

シンポジウム 

「文化薫るまちづくり－松山における子規と漱石－」（844教室） 

基調講演「近代俳句の発祥地における子規と漱石」(仮) 岩岡中正氏（熊本大学名誉教授） 

パネルディスカッション 

コーディネーター 鈴木茂氏（松山大学教授） 

パネリスト     前神千草氏（松山市ことばのちから担当課長） 

「松山市のことばのちから事業」 

今村威氏（松山市子規会副理事） 

「創造の場としての愚陀佛庵－子規と漱石の 52日間－」 

         佐々木雅幸氏（同志社大学教授） 

          「歴史・文化資源を活かしたまちづくり」 

17:00〜17:30 移動 

17:30～19:00 懇親会（会場：松山大学カルフール） 

19:00～20:30 学会活動に関する意見交換会（会場：松山大学カルフール） 

◎７月６日（日）会場：松山大学 8号館 
9:00～ 受付開始（8号館 4階フロア） 

10：00～11:45 

分科会② 

②-Ａ 文化政策（841教室） 

②-Ｂ まちづくり（842教室） 

②-Ｃ 創造都市（843教室） 

②-Ｄ 伝統文化・芸能・美術（844教室） 

11:50～12:30 総会（845教室） 

12:30～13:30 昼食 

13:30～15:50 

※③-B 以外は

15：15 終了 

分科会③ 

③-Ａ 調査と実証（841教室） 

③-Ｂ 映像産業（842教室） 

③-Ｃ 文化施設と地域振興（843教室） 

③-Ｄ NPOと地域活性化（844教室） 

 

13:30～16:00 

特別セッション（845教室） 

 「文化環境とコミュニティ再生－町並保存と生態系－」 
  ウラディミール・クレック氏（神戸大学准教授） 
  清水裕之氏（名古屋大学教授） 
  畑野亮一氏（内子町町並保存センター長） 
  徳永高志氏（（特活）クオリティアンドコミュニケーションオブアーツ） 
  鈴木茂氏（松山大学教授） 

 

 

■ 会場 

松山大学（文京キャンパス）8号館 

松山大学は伊予鉄城北線鉄砲町駅下車、徒歩 5分 

マップ・キャンパスへのアクセス http://www.matsuyama-u.ac.jp/gaiyou/ricchi/ricchi.htm 

 

■ホテル等について 

松山市内には、JR駅前地区、大街道地区（中心商店街）、道後地区に多数のホテル・旅館がありま

す。 

なお、本大会開催の前後は、学会・コンベンション等でホテルの混雑が予想されますので、早めの

予約をおすすめします。 

◎コンベンション協会のホテル検索サイト http://www.city-matsuyama.net/syukuhaku/index.htm 

 ◎道後温泉旅館協同組合加盟のホテル・旅館の検索サイト http://www.dogo.or.jp/pc/hotels/ 

■松山大学（文京キャンパス）へのアクセス 

最寄駅：鉄砲町  

（空港・JR松山駅前間は所要約 15分・310 円、JR松山駅前・鉄砲町間は所要約 15 分・160円） 

・ 松山空港からは、空港リムジンバスに乗車し、「JR松山駅前」下車。 

・ JR 松山駅からは、駅前で市内電車［①番環状線］に乗車し、「鉄砲町」下車。 

松山空港リムジンバス http://www.iyotetsu.co.jp/sp/bus/limousine/airport/ 

松山市内電車     http://www.iyotetsu.co.jp/rosen/ 

 

■参加費等 

・参加費 事前申し込み 会員 2000円、非会員 4000円、学部生 2000円（学生証をお持ち下さい） 

 当日受付   会員 3000 円、非会員 5000円、学部生 2000円（学生証をお持ち下さい） 

※ 前年度会費未納の会員は、事前申し込みは不可。当日受付のみで参加費は 4000 円 

・懇親会費 5000円（松山大学カルフール） 

・大会昼食弁当 1食 1000 円（7/5及び 7/6、お茶付 事前申し込みが必要です） 

・参加費、懇親会費は同封の郵便振替の払込用紙にてご送金ください。 

・エクスカーションは事前申込みが必要となります（以下をご参照下さい）。参加費は現地でお支払
下さい。 

 

■エクスカーション 
「古さと新しさの共存、まち、建築、人がアートで繋がるまち」 

 

Ａコース：三庵めぐり（所要約 3時間） 

愚陀仏庵跡地：漱石が松山在住中（明治 28年 6月～明治 29年 4 月）の借家 

子規が日清戦争の従軍記者より帰国後、この庵に漱石と 52 日間同居。松山の

俳人（松風会メンバー）や漱石に俳句を指導した。 

 

一 草 庵 ：放浪の俳人・種田山頭火が過ごし（昭和 14 年 12月～昭和 15年 10 月）、終焉

の住居ともなった庵。 

 

庚 申 庵 ：寛政 2（1800）年四国一の俳人にして豪商の栗田樗堂が芭蕉の「幻住庵」に倣

い、松山の俳人たちとの交流を願って建てた庵。樗堂と交遊の深かった小林一

茶は、寛政 7、8年の２度にわたり訪れている。 



■会場

松山大学（文京キャンパス）8号館

松山大学は伊予鉄城北線鉄砲町駅下車、徒歩5分

マップ・キャンパスへのアクセス　

 http://www.matsuyama-u.ac.jp/gaiyou/ricchi/ricchi.htm

■ホテル等について

　松山市内には、JR駅前地区、大街道地区（中心商店街）、

道後地区に多数のホテル・旅館があります。

 なお、本大会開催の前後は、学会・コンベンション等で

ホテルの混雑が予想されますので、早めの予約をおすす

めします。

◎コンベンション協会のホテル検索サイト

 http://www.city-matsuyama.net/syukuhaku/index.htm

◎道後温泉旅館協同組合加盟のホテル・旅館の検索サイト  

 http://www.dogo.or.jp/pc/hotels/

■松山大学（文京キャンパス）へのアクセス

最寄駅：鉄砲町（空港・JR松山駅前間は所要約15分・310円、

         JR松山駅前・鉄砲町間は所要約15分・160円）

・松山空港からは、空港リムジンバスに乗車し、「JR松山

　駅前」下車。

・JR松山駅からは、駅前で市内電車［①番環状線］に乗

　車し、「鉄砲町」下車。

松山空港リムジンバス　

 http://www.iyotetsu.co.jp/sp/bus/limousine/airport/

松山市内電車　http://www.iyotetsu.co.jp/rosen/

■参加費等

・参加費

　事前申し込み  会員 2,000円、非会員4,000円、　　　

　               学部生2,000円（学生証をお持ち下さい） 

　当日受付　会員3,000円、非会員5,000円、

　　　　　    学部生 2,000円（学生証をお持ち下さい）

※前年度会費未納の会員は、事前申し込みは不可。当日 

  受付のみで参加費は4,000円。

・懇親会費　5,000円（松山大学カルフール）

・大会昼食弁当　1食 1,000円（7/5及び 7/6、お茶付。  

  事前申し込みが必要です。）

文京キャンパス８号館



・参加費、懇親会費、弁当代は郵便振替の払込用紙にて 

 ご送金ください。

・エクスカーションは事前申し込みが必要となります（以 

 下をご参照下さい）。参加費は現地でお支払下さい。

■エクスカーション

「古さと新しさの共存、まち、建築、人がアートで繋がるまち」

Ａコース：三庵めぐり（所要約3時間）

愚陀仏庵跡地：漱石が松山在住中（明治28年 6月～明治

　　　　　　　29年 4月）の借家。

　　　　　　　子規が日清戦争の従軍記者より帰国後、　

　　　　　　　この庵に漱石と52日間同居。松山の俳人

　　　　　　　（松風会メンバー）や漱石に俳句を指導した。

一草庵：放浪の俳人・種田山頭火が過ごし（昭和14年 12

        月～昭和15年 10月）、終焉の住居ともなった庵。

庚申庵：寛政2（1800）年四国一の俳人にして豪商の栗田

　　　　樗堂が芭蕉の「幻住庵」に倣い、松山の俳人たち

　　　　との交流を願って建てた庵。樗堂と交遊の深かっ

　　　　た小林一茶は、寛政7、8年の２度にわたり訪れ

　　　　ている。

・集合場所：坂の上の雲ミュージアム・ロビー

・集合日時：7月 4日（金）14：00

・案内：総合と愚陀仏庵　松山観光ボランティアガイド

        一草庵　一草庵ガイド　

　　　　庚申庵　庚申庵ガイド

・費用：ガイド料金は無料。交通費等はご負担下さい。

・当日連絡先：岩井仁茂（松山観光ボランティアガイド）

　            電話　090-8693-4170

　           Mail　iwai089@estate.ocn.ne.jp

Ｂコース：坊っちゃん劇場観劇と劇場視察

　道後温泉本館を建設した当時の道後町長伊佐庭如矢を

主人公にしたミュージカル「道後湯の里」が上演中。

（作・作詞：ジェームズ三木、演出：栗城宏志（わらび座）、

音楽：八幡茂）

・集合時間：7月 4日（金）10：00

・集合場所：坊っちゃん劇場ロビー

・観劇と劇場見学  10：30～ 12：30　観劇

　　　　　　　　  12：30～ 13：30　休憩 (昼食 )

　　　　　　　　　13：30～ 14：30　劇場見学

・費用：5,460円（観劇料＋食事+入浴）

・当日連絡先：仙波律（㈱ジョイ・アート営業・ＷＳコー    

              ディネーター）　

　               電話　089-955-1174、090-6393-5830

　            FAX　 089-955-5830

　            Mail　senba@bochan.co.jp

Ｃコース：内子町の町並保全地区視察

・視察：国の重要伝統的建造物群保存地区であり、江戸・

　　　　明治時代の町並を保全した八日市護国地区

　　　　1916年創建の内子座

　　　　大正時代の面影を残す六日市地区

・集合時間：7月 4日（金）11：40（松山空港から直行    

            バスあり。空港10時 30分発、内子インター  

            口着 11時 20分）

・集合場所：内子町役場内子分庁舎（JR内子駅、内子イ 

            ンター口停留所から徒歩15分）

★申し込みの人数によっては、インター口停留所から公 

  用車で送迎をいたします。

・町並見学　11：40～ 12：30　内子座見学

　　　　　  12：30～ 13：30　休憩（昼食）

　　　　　　13：30～ 14：30　六日市地区の町並と内子    

                                町ビジターセンター見学

　　　　　  14：30～ 16：30　八日市護国地区見学

・費用：入館料・昼食代等

・当日連絡先：徳永高志

              電話　090-7582-6450

              Mail　ttoku@mbd.nifty.com

・内子町での宿泊については内子町観光協会のホーム　

　ページをご覧ください。

内子・五十崎地区の宿が便利です。

 http://www.we-love-uchiko.jp/syukuhaku/syukuhaku.html

★内子町の宿泊施設には限りがあり、早めの申し込みを

　お願いいたします。　　

●申込方法：大会参加オンラインシステムもしくは FAX

　　　　　　での申し込みと同時に、ご希望のコース（Ａ・

　　　　　　Ｂ・Ｃコース）等にチェックを入れてお申

　　　　　　込みください（6月 23日（月）締切）。

募集定員：5名以上（5名未満の場合は当該エクスカーショ

　　　　 ンは中止します。中止の場合は申込者へ通知し

　　　　　ます。） 

※キャンセルの場合は、当日連絡先までご連絡下さい。

※申込み多数の場合ご参加いただけない場合があります

　ので、お早めにお申込み下さい。

●問合わせ先：現地事務局　鈴木茂（松山大学）

　             電話　090-2896-0304

　             Mail　suzuki@cc.matsuyama-u.ac.jp

■主催：文化経済学会<日本 >

　共催：松山大学



          研究大会 参加申込方法              

                     今回もオンライン参加登録での受付となります                   

【重 要】 発表者・共同発表者・座長・討論者のみなさまは、必ず参加登録を行ってください。 

【オンライン参加登録】 
学会ホームページ上の松山大会ページから SOLTI大会参加登録システムに各自の会員 IDとパス

ワードでログインしてお申込みください。 

https://service.gakkai.ne.jp/society-member/auth/apply/JACE 
※ 本年より 2013年度以前の会費未納の方は事前参加登録ができません。ご不明な場合は事務局へお

問い合わせください。 

※ 会員ＩＤ、パスワードがご不明な方は、事務局宛にお問い合わせいただくか、ログイン画面上の 

 「パスワードをお忘れの場合」よりご確認ください。 

   ＜登録手順＞ 

１．上記参加登録システムの URLに、各自お持ちの会員 IDとパスワードでログインしてください。 

２．画面上の説明に沿って、STEP をお進みください。 

３．登録後に送信される確認メールを受け取って、登録完了となります。※ 

※ しばらくお待ちいただいても参加登録完了メールが届かない場合は、登録メールアドレスに誤りがあるか、登録を最後まで

完了されていない場合がございます。その場合には、再度ログインいただき、ご確認いただくか、事務局宛、お問い合わせ

ください。 

【参加費の納入について】 

研究大会のご案内に同封の払込用紙をお使いの上、参加費等の必要な金額をご送金いただければと存じます。 

【ＦＡＸによる参加登録（オンライン登録を行えない場合）】 
下記学会ホームページ上に公開されている参加申込用紙（PDF）をダウンロードし、学会事務局

宛（FAX：03-5907-6364）、お送りください。ダウンロードができない場合は、事務局までご連

絡ください。 

http://www.jace.gr.jp/ 
 

【お問い合わせ先】 文化経済学会＜日本＞事務局 
株式会社ガリレオ学会業務情報化センター内 

TEL：03-5907-3750 ／FAX：03-5907-6364  

E-mail：018jace-mng@ml.gakkai.ne.jp 

申込締切：2014年 6月 23日（月）  
 

【予稿原稿とフルペーパーについて】 

１．6月中旬より予稿原稿とフルペーパーがウェブ上にアップさ

れます。印刷して当日配布されるのは予稿集のみですので、

ご注意ください。予稿原稿及びフルペーパー閲覧システムに

つきましては、後日ご案内をいたします。 

２．参加される皆様はフルペーパーを事前にダウンロードして

印刷ができます。事務局では印刷のサービスを受けておりま

せんので、必要な方は事前に準備をし、当日お持ちください。 

３．発表者は、当日、資料やフルペーパーを参加者に配布して

も問題ありません。必要な方は、事前に配布部数をご用意の

上、会場にお持ちください。 

参 加 費 等 

参 加 区 分 金 額 

学会会員 2,000円 

非会員（一般） 4,000円 

非会員（入会申込書提出中・

理事会承認待ち） 
4,000円 

非会員（学部生※大学院生

を除く） 
2,000円 

懇親会 5,000円 

お弁当（1食）［7月 5日・6日］ 1,000円 

 
※ 当日受付の場合は、参加費が会員 3,000 円、非会員 5,000円、学部生 2,000円となりますので、事前にオンライン参加登録されることをお勧めしま 
  す。なお、会員でも 2013年度までの会費が未納の場合は、事前のオンライン参加登録はできず、当日のみの受付で参加費は 4,000円となりますの 
  でご注意ください。 


